
`̀化学感覚"(1972)

4) ユホソザルとカニクイザルの寒冷に対する生理的反

応

大沢 済 ･萱倉尋実 ･岡田守彦

日片文夫 ･原 文江

第17回プ1)マーチス研究会 (1973)

5) サルおよびヒトの huntingreactionに対する theo･

rcticalapproach

大沢 済 ･日片文夫

卯17回プt)マ-テス研究会 (1973)

幸島野外研究施設

河 合 雅 雄 (栄)

串血雅称 こ関する閲歴は,6月の市議会で売却案が否

決され,一応表面上は小康なえた.しかし,地元の観光

Pn苑の蚊は弧 く,この間題は依然として残っている.普

た,米仏する観光客が多く,しばしは研究上支障を来た

し.研兜条件の確保は,ますます四秒 こな りつつある｡

7jlの白帆によって,干潮時に島と対岸をつな(･砂州

がきれ 鮎が探 くなった｡-ォォ トマ1)の浜に大きく唯釈

していた砂も少なくな り,満潮時にはコイカダまで海水

がおよぷようになった｡しかし,まだコイカダ岩は埋ま

ったままである｡

今咋政研兜施設な利用した 研究者 および学生は,延

407名である｡

那 れ の 現 状

1)一〆-のセムツとノミの地位は安定しており,群れ

はよくまとまっている｡かつてヒトリザルだったエイ,

ナべは完全に郡れのメソ':-になっている.

197241:･3月31日現在の群れ桝成 (ソ1)ク1)-を含む)
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個 体 名 年令 性 死亡年月
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ネズミ

16才 9 1972年8月
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// 8 //9月

// // /y

フジのべど- 0.5 /y /y12月

オナガ 1.5 〃 1973年 2月

/{ラハタ 1 一ク //

1-1.5才のコドその死亡がめだつ｡ 理由は不明であ

るが,人為による疑いも濃厚である｡

研 究 概 要

1) 生態学的研究

河合雅雄 ･三戸サツユ l)･山口起嗣2)

冠地雷土男3)

前年度からの継銃で,出生,死t,成E{,出超M,性

交期等,ポビュレ～シ まソの動態に関する研死な行なっ

たoまた,体誼測定,自然食物 t)ストの作恕な行な19'て

いる｡

2) 社会学的研究

河合雅雄 ･三戸サツヱ ･萩 樹 t

昨年に引き絞き,社会変動の継続祝祭を行なった｡と

くに,リーダーステータスの確立過程,ヒトリザル化

ヒト1)ザルと群れの関係について dataをLJ5めた0

3) 本施設を利用して研究を行なった所員は,森的代 ･

江原昭善 ･大沢秀行 (部門の項参照). 共同利用研

究員は,香原志勢 ･森明雄 ･岩本俊孝 ･萩野和彦 ･

木村光伸 (共同利用研究の項参照)である｡

サル類保健飼育管理施設

岩本光雄(派)･千葉敏郎

萱食尋突･松林消明

昭和47年度の木施設 (略称 :サル施設)に関する動向

としては,建設終了のサル施設棟等の任用の開始と研究

1)教務補佐員

2)文部技官

3)文部技官
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